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山 本  拓（７期） 
H２.２～H５.７  H５.７～H８.10 

H15.11～H17.９  H17.９～H21.８ 

H21.８～H24.12  H24.12～H26.12 

H26.12～H29.10 

 

高 木  毅（６期） 
H12.６～H15.11  Ｈ15.11～Ｈ17.９ 

H17.９～H21.８  Ｈ21.８～Ｈ24.12 

H24.12～H26.12  Ｈ26.12～Ｈ29.10 

 

故 平 泉  渉（６期） 
S51.12～S54.10  S55.６～S58.12 

S58.12～S61.７ S61.７～H２.２ 

H２.２～H５.７  H５.７～H８.10 

 

故 牧 野 隆 守（６期） 
S54.10～S55.６ S55.６～S58.12 

S61.７～H２.２ H２.２～H５.７ 

H８.10～H12.６ H12.６～H15.11 

 

故 辻 一 彦（５期） 
S58.12～S61.７ S61.７～H２.２ 

H２.２～H５.７  H５.７～H８.10 

H８.10～H12.６ 

 

稲 田 朋 美（４期） 
H17.９～H21.８  Ｈ21.８～Ｈ24.12 

H24.12～H26.12  Ｈ26.12～Ｈ29.10 
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自公連立政権・自民政権奪回・民主政権誕生・郵政選挙・小

選挙区比例代表並立制導入・定数削減・・・。 

保守王国福井にもさまざまな風が吹き、選挙のたびに波乱や

期待、歓喜、落胆等々を繰り返す。自民党の中央から刺客が

送り込まれ、比例復活当選によりわが県に７人のもの代議士が

誕生するなど誰が予測できたであろう。 

笹 木 竜 三（４期） 
H５.７～H８.10 H８.10～H12.６ 

H17.９～H21.８  H21.８～H24.12 

 

松 宮  勲（３期） 
H12.６～H15.11  Ｈ15.11～Ｈ17.９ 

Ｈ21.８～Ｈ24.12 

 

助 田 重 義（２期） 
H24.12～H26.12  Ｈ26.12～Ｈ29.10 

 

糸 川 正 晃（２期） 
H17.９～H21.８  Ｈ21.８～Ｈ24.12 

 

若 泉 征 三（２期） 
H15.11～H17.９  Ｈ21.８～Ｈ24.12 

 

全１０ページ中の２ページ 


